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「6年生は、魔法使い」～６年生ありがとうの会～

ま ほ う つ か

校長 輿水まゆみ

「6年生 ありがとうの会」で、最後の６年生の言葉に、思わず 涙 ぐんでしまったのは、私
かい さい ご こと ば おも なみだ わたし

だけではありません。

大宮小学校の6年生は、とにかく立派です。下 級 生の演技や言葉から受けた感動を、自分
おお みや りつ ぱ か きゆうせい えん ぎ こと ば う かん どう じ ぶん

の言葉に置き換え、真 心 を込めて話す様は、本当に立派です。
こと ば お か ま ごころ こ はな さま ほん とう りつ ぱ

特別支援学 級 も含め、1年生から5年生まで懸命に、詩を朗読し、文を暗 唱 し、クイズを
とく べつ し えん がつきゆう ふく けん めい し ろう どく あんしよう

出したり、ダンスを披露したり・・・学年の工夫された発 表 を 心 から 喜 び、感謝の気持ち
ひ ろう く ふう はつぴよう こころ よろこ かん しや き も

を素直な言葉に置き換えてくれるのです。
す なお こと ば お か

「巧言令 色 鮮（すくな）し仁」とは、孔子の言葉ですが、「言葉巧みで 表 情 をとりつく
こう げん れい しよく じん こう し こと ば こと ば たく ひようじよう

ろっている人は、かえって仁（真 心 ）が欠けている」という意味です。人に何かを伝える
じん ま ごころ か い み なに つた

とき、どうしても「話 術 」人を引き込む 術 （スキル）を第一に 考 えがちなものですが、す
わ じゆつ ひ こ じゆつ だい かんが

ばらしい、人の 心 を感動させる 話 ができる人とは、たどたどしくても、言
こころ かん どう はなし い

い回しを噛んでしまっても、 心 の底から伝えたいと思う言葉を愚 直 なまで
まわ か こころ そこ つた おも こと ば ぐ ちよく

に懸命に伝える人であると、思っています。
けん めい つた おも

そんな一 生 懸命話す人を嘲笑う人は、 私 は 逆 におろかなかわいそうな
いつ しよう けん めい はな あざ わら わたし ぎやく

人だと思うこともあります。技に勝る 心 が見えないのですから。
おも わざ まさ こころ

富士宮二中の校 長 先生が大宮小出身の生徒をとてもよく褒めてください
ふ じの みや こうちよう おお みや せい と ほ

ます、「伝える力がすばらしい」と。 私 も二中生の 姿 に誇らしく思うこと
つた わたし すがた ほこ おも

がよくあります。この3年間、大宮小の子供たちと共に過ごして分かったことは、ひょっと
かん おお みや こ ども とも す わ

すると、子供は「魔法にかけられているのではないか」ということです。毎年、 集 会など
こ ども ま ほう まい とし しゆう かい

で見せる6年生の話す 姿 には、「伝えたい」という気持ちがほとばしり、感動の拍手を呼び起
はな すがた つた き も かん どう はく しゆ よ お

こします。「大宮小の子供はこうでなければならない」と、具体的に手本を示すことによっ
おお みや こ ども ぐ たい てき しめ

て、6年生が下 級 生に「 憧 れ」の魔法をかけるのです。
か きゆうせい あこが ま ほう

そして、魔法は、目には見えない「伝統」として引き継がれ、「文化」として根付き、「誇
ま ほう でん とう ひ つ ぶん か ね づ ほこ

り」として継 承 されてきたのだと思いました。
けいしよう おも

しかしながら、一番力を持っている魔法使いは、地域の皆さん、保護者の皆さんかもしれ
いち ばん も ま ほう つか ち いき みな ほ ご しや みな

ません。 教 育心理学では、ピグマリオン効果と呼ぶのですが、「子供に 温 かなまなざしを送
きよういく しん り がく こう か よ こ ども あたた おく

り、適度な期待を掛けることで大きな学 習 効果が得られる」というもの
てき ど き たい か がく しゆう こう か え

です。「優しい子だね」「やればできるね」「さすがだね」「さすが6年生だ
やさ

ね」毎日毎日、魔法の言葉をかけることによって、本当に、子供は魔法に
まい にち まい にち ま ほう こと ば ほん とう こ ども ま ほう

かかります。

大宮小の伝統を守り育ててくださった魔法使いの皆さんに、大きな声で
おお みや でん とう まも そだ ま ほう つか みな こえ

「ありがとう」を伝えたいです。
つた

－１－

孔 子
(紀元前 551年～紀元前 479 年)

富士宮市立大宮小学校 学校だより

平成 3 0 年度３月号



ようこそ１年生の会 ～来年度の１年生が来校～
新入生を迎える会を１年生が行いました。１年生は、小学校
しんにゆうせい むか かい おこな

に入学してから授業で学んだ歌を歌って聞いてもらったり、新
じゆぎよう うた うた き しん

入生といっしょにじゃんけんゲームをしたり、新入生と１年生
にゆうせい しんにゆうせい

がペアになって学校探検をしました。
たんけん

落ち着いた雰囲気の中での迎える会となりました。
お つ ふん い き むか かい

４月４日の入学式には元気に登校してくれることを楽しみにお待
にゆうがくしき げん き とうこう たの

ちしております。

６年生に感謝の気持ちを表そう
か ん し や き も あらわ

もうすぐ６年生の卒業式が近づいています。お世話になった６年生と
そつぎようしき ちか せ わ

もお別れのときが近づいています。「心をつなぐ会」では、６年生がこ
わか ちか こころ かい

れまでの委員会活動や通学区での取組を話し、下級生を激励すると、５
い いんかいかつどう つうがく く とりくみ はな か きゆうせい げきれい

年生と４年生から、「がんばります」という大変元気のよい返事が返って
たいへんげん き へん じ かえ

きました。また、廊下には、七夕まつりのようなカラフルですばらしい掲示
ろう か けい じ

で６年生に感謝を伝えています。
かんしや つた

また、６年生ありがとうの会を開きました。各学年の合唱や群読など
かい ひら かくがくねん がつしよう

を大きな声で一生懸命行う姿を見ているとそれぞれの学年の成長と、６年生に対する心から感謝する気
こえ いつしようけんめいおこな すがた せいちよう たい こころ かんしや き

持ちがを感じました。児童全員で行ったゲーム「猛獣狩りに行こうよ」ではとても楽しいひとときを過ごす
も かん じ どうぜんいん い もうじゆう が い たの す

ことができました。

最後に、６年生が代表の児童
さい ご だいひよう じ どう

から返答と歌を披露してくれま
へん とう うた ひ ろう

した。

卒業まであとわずかとなって
そつ ぎよう

しまいました。下級生に伝えら
か きゆう せい つた

れることを教えて欲しいと思い
おし ほ おも

ます。

茶道体験 ～佐野宗静先生をお迎えして～
さ ど う た い け ん

さ の そうせい せんせい むか

２月の最後の日に、特別支援学級は茶道体験をしました。講師に、佐野宗静先生をお迎えし、校長先生と
さい ご とくべつ し えんがつきゆう さ どうたいけん こう し さ の そうせいせんせい むか

御一緒に御指導いただきました。はじめてお抹茶をいただく子供たちも多か
ご し どう ちや こ ども おお

ったのですが、お菓子をいただいた後で、教えていただいたようになるよう
か し

に気を付けてお抹茶をいただきました。正座を
ま つ ちや

して、とても美しい姿勢で礼も教えていただ
うつく し せい おし

いたようにできました。和室には大変静かで穏
わ しつ たいへんしず おだ

やかな時間が流れていました。
じ かん なが
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感謝の会 ～本年度も御支援ありがとうございました～
か ん し や か い

ほんねん ど ご し えん

１年間お世話になりました区長様、地域安全推進委員の皆様、登下校見守り活動の皆様、学校応援団の皆様
かん せ わ く ちようさま ち いきあんぜんすいしん い いん みなさま とう げ こう み まも かつどう みなさま おうえんだん みなさま

にお越しいただき「感謝の会」を行いました。会では、子供たち
こ かんしや かい おこな

にお名前を教えていただいた後、参加者を代表しまして神田区長
な まえ おし あと さん か しや だいひよう かん だ く ちよう

村島様に御挨拶いただきました。
むらしまさま ご あいさつ

子供の安全を１年間守っていただきありがとうございました。本
こ ども あんぜん かんまも ほん

年度もお陰様で、子供に関わる大きな事故や事件なく終われそうで
ねん ど かげさま こ ども かか じ こ じ けん お

す。本当にありがとうございました。可能でしたら来年度も是非よ
か のう らいねん ど

ろしくお願いいたします。
ねが

家庭教育学級閉校式
か て い きようい く が つ きゆう へ い こ う し き

２月 22 日（金）早川園様をお迎えし、日本茶講座を行っていた
えんさま むか に ほんちやこう ざ い

だきました。日本茶について成分とおいしい入れ方など専門的に講
に ほんちや せいぶん い かた せんもんてき こう

話いただきました。
わ

輿水まゆみ校
こしみず こう

長からも、「知能
ちよう ち のう

の発達と環境」
はつたつ かんきよう

と題した講話を
だい こう わ

行いました。心
おこな しん

理的ストレスを
り てき

長期間受け続けると海馬が萎縮し、長期記憶が難しくなると
ちよう き かん う つづ かい ば い しゆく ちよう き き おく むずか

いうことから私たちが子供のために環境を整えることが大切で
わたし こ ども かんきよう ととの たいせつ

あるというお話がありました。
はなし

共同学校事務室開設
きようど う じ む し つか いせ つ

４月より、体育館一階の地域開放室は共同学校事務室に変わります ～法改正に伴う変更～
たいいくかん かい ち いきかいほうしつ きようどう じ む しつ か ほうかいせい ともな へんこう

これまで、ＰＴＡ活動、地域の行事やスポーツ少年団の会合などで活用されていました体育館一階の地域開放室
かつどう ち いき ぎよう じ しようねんだん かいごう かつよう たいいくかん かい ち いきかいほうしつ

が、富士宮市の小中学校全体の学校事務の拠点である「共同学校事務室」として開設されることとなりました。日
ふ じのみや し ぜんたい じ む きよてん きようどう じ む しつ かいせつ

々の学校教育の円滑な運営と新学習指導要領への移行に係わる学校備品の準備等にも迅速に対応できるように
きよういく えんかつ うんえい しんがくしゆう し どうようりよう い こう かか び ひん じゆん び とう じんそく たいおう

なります。この開設に伴い、今後一般開放は行えなくなりました。ＰＴＡ活動につきましては一階会議室か二階和
かいせつ ともな こん ご いつぱんかいほう おこな かつどう かいかい ぎ しつ かい わ

ルームを御利用いただき活動をしていただくこととなります。よろしくお願いいたします。
ご り よう かつどう ねが

プールではいつの間にか、
水鳥が遊ぶようになりました。
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３月の予定

１日(金）３月スタート集会
４日(月）ノーメディアウィーク（～８日）
６日(水) ドラえもん教室（最終）

１２日(火) ＰＴＡトイレ・水回り清掃(12:35～ 13:05）
１８日(月) 学級懇談会(特学 13:45 低 14:00 高 15:00）
１９日(火) 修了式（１年～５年）
２０日(水) 卒業証書授与式
２７日(水) 離任式（9:20教室へ登校）
４月４日(木）始業式・入学式



●道徳コーナー
今月は３年生の道徳の授 業 を 紹 介します。
こんげつ どうとく じゆぎよう しようかい

今回の道徳資 料 は「わらじ作り」です。有名な二宮金次郎のお 話 です。金次郎の父親は、石やどろ
こん かい どう とく し りよう づく ゆう めい にの みや きん じ ろう はなし きん じ ろう ちちおや

であれはてた村の田畑の石を取り除く仕事をしていましたが、 病 気になってしまいました。金次郎
た はた と のぞ し ごと びよう き きん じ ろう

はその父の代わりに仕事に出かけ、村人たちが休んでいるときも一 生 懸命 働 きました。しかし、い
ちち か し ごと いつしようけん めいはたら

くら 働 いても大人たちの 力 仕事ほど 十 分に仕事をすることはできません。そこで金次郎は仕事で
はたら ちから し ごと じゆうぶん し ごと きん じ ろう し ごと

もろくなっていく村人たちのわらじを作ることにしました。金次郎の前向きで責任感ある言動や 働
つく きん じ ろう まえ む せき にん かん げん どう はたら

くことに対する姿勢について 考 え合いました。
たい し せい かんが あ

自分が任されている掃除や 係 など、自分の学校生活をふり返りながら 考 えることができました。
じ ぶん まか そう じ かかり じ ぶん せい かつ かえ かんが

「人のために」という気持ちや、「自分が責任をもってやっていきたい」という気持ちを高めていた
き も じ ぶん せき にん き も たか

ようです。金次郎さんの行動をふり返りながら今後の自分の行動を 考 える機会になりました。
きん じ ろう こうどう かえ こん ご じ ぶん こうどう かんが き かい
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じ ろ う

のしたことをどう思います
おも

か。 

 
みんなのために作る

つく
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に向
む

き合
あ

う 

 

 どのような仕事
しごと

でも、自分
じぶん

自身
じしん

がやる気
き

になって主体的
しゅたいてき

に取
と

り組
く

まなければ、「生
い

きがい」や「やりがい」が生
う

まれることはないでしょう。雑用
ざつよう

と思
おも

って仕事
しごと

をすれば、その仕事
しごと

は雑用
ざつよう

になります。 心
こころ

を込
こ

めて取
と

り組
く

めば、

それは雑用
ざつよう

ではなくなります。 

 誰
だれ

もが「夢
ゆめ

に描
えが

いたとおりの仕事
しごと

」に就
つ

けるわけではないかもしれません。時
とき

には気
き

の進
すす

まない仕事
しごと

を与
あた

え

られることもあるでしょう。しかし、自分
じぶん

の仕事
しごと

との向
む

き合
あ

い方
かた

を見直
みなお

すと、 必
かなら

ず「他人
たにん

や社会
しゃかい

の役
やく

に立
た

つ」とい

う道
みち

が見
み

いだせるのではないでしょうか。 
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